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『
沼
津
市
史
　
通
史
編
　
近
代
』（
二
〇
〇
七
年
）
に
お

い
て
、
沼
津
兵
器
は
「
芝
浦
工
作
機
械
は
、
昭
和
一
七
年

（
一
九
四
二
）
七
月
に
沼
津
工
場
隣
接
地
に
お
い
て
子
会
社

と
し
て
沼
津
工
業
株
式
会
社
を
設
立
し
機
関
砲
な
ど
の
兵

器
製
造
を
行
な
っ
た
。（
中
略
）
同
社
は
「
沼
津
兵
器
」
と

呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
創
立
挨
拶
状
を
見
る
限
り
「
沼

津
工
業
株
式
会
社
」
が
正
式
名
称
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
同
社
は
、
昭
和
二
〇
年
六
月
に
陸
軍
に
買
収

さ
れ
名
古
屋
陸
軍
造
兵
廠
駿
河
製
造
所
と
な
っ
た
と
記
さ

れ
て
い
る
。

こ
こ
で
紹
介
す
る
資
料
は
、
当
館
が
最
近
古
書
店
か
ら

購
入
し
た
も
の
で
、「
沼
津
兵
器
」
の
事
業
計
画
書
、
創
立

総
会
議
事
録
、
敷
地
図
、
工
場
計
画
図
、
写
真
な
ど
が
一

括
に
な
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
資
料
で
あ
る
。

ま
ず
、
事
業
計
画
書
は
タ
イ
プ
打
ち
さ
れ
た
罫
紙
一
三

枚
と
「
芝
浦
工
作
機
械
株
式
会
社
」
と
印
字
さ
れ
た
封
筒

が
ホ
チ
キ
ス
で
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
表
紙
に
「
沼
津
兵
器

株
式
会
社
　
事
業
計
画
書
」
と
あ
り
、「
兵
器
」
が
赤
鉛
筆

で
「
工
業
」
と
訂
正
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
資
料
中

「
三
、
会
社
ノ
名
称
及
所
在
地
」
の
項
の
会
社
の
名
称
も
同

様
に
「
沼
津
兵
器
株
式
会
社
」
と
タ
イ
プ
打
ち
さ
れ
た
「
兵

器
」
が
「
工
業
」
に
赤
鉛
筆
で
修
正
さ
れ
て
い
る
。
当
初

は
「
沼
津
兵
器
株
式
会
社
」
と
い
う
呼
称
で
あ
っ
た
が
設

立
直
前
に
「
沼
津
工
業
」
と
な
っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ

う
。内

容
目
次
は
一
、
設
立
趣
意
、
二
、
資
本
金
額
、
三
、

会
社
ノ
名
称
並
ニ
本
社
及
工
場
所
在
地
か
ら
十
一
、
所
要

資
材
数
量
ま
で
項
目
立
て
さ
れ
、
添
付
書
類
と
し
て
敷
地

附
近
図
、
工
場
配
置
図
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
紹
介

す
る
敷
地
（
予
定
）
要
図
、
工
場
配
置
図
を
指
し
て
い
る

で
あ
ろ
う
。

内
容
を
順
に
見
て
い
く
。
一
、
設
立
趣
意
は
「
大
東
亜

戦
争
勃
発
以
来
皇
軍
ノ
□
々
タ
ル
戦
果
ニ
依
リ
既
ニ
南
方

ハ
□
定
セ
ラ
レ
今
ヤ
印
度
洋
ヲ
制
圧
ス
ル
ニ
至
レ
リ
□
従

而
大
東
亜
共
栄
圏
確
立
ノ
為
ニ
ハ
愈
々
軍
備
殊
ニ
空
軍
ノ

整
備
拡
充
ノ
必
要
ハ
言
ヲ
俟
ザ
ル
所
ニ
シ
テ
是
ニ
伴
フ
航

空
機
搭
載
用
機
関
砲
ノ
大
量
生
産
ニ
付
陸
軍
御
当
局
ノ
御

慫
慂
ニ
従
ヒ
左
記
計
画
要
領
ニ
ヨ
リ
重
要
機
械
製
造
事
業

法
並
ニ
兵
器
等
製
造
事
業
特
別
助
成
法
ノ
摘
用
ヲ
受
ケ
御

要
望
ニ
応
ゼ
ン
ガ
為
兵
器
製
造
株
式
会
社
ヲ
設
立
セ
ン
ト

ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

四
、
工
事
計
画
と
し
て
、
工
事
着
手
は
「
御
許
可
ア
リ

次
第
」、
作
業
一
部
開
始
予
定
時
期
は
昭
和
十
八
年
九
月
」、

工
事
完
成
予
定
は
「
昭
和
十
九
年
十
二
月
」
と
な
っ
て
い

る
。
五
、
製
品
の
種
類
は
「
航
空
機
搭
載
用
機
関
砲
其
他
」、

（
※
「
関
砲
」
が
赤
鉛
筆
で
「
銃
」
と
修
正
さ
れ
て
い
る
）

七
、
工
事
費
予
算
書
で
は
、
土
地
は
約
一
三
〇
〇
〇
〇
坪

が
見
込
ま
れ
、
建
物
は
第
一
工
場
か
ら
第
四
工
場
、
倉
庫
、

事
務
所
、
青
年
学
校
及
寄
宿
舎
、
射
場
、
労
務
者
住
宅
な

ど
が
計
画
さ
れ
て
い
た
。

八
、
従
業
員
で
は
技
術
者
一
九
五
名
、
事
務
員
三
〇
〇

名
、
工
員
が
一
九
九
〇
名
、
合
計
二
四
八
五
名
を
計
画
し

て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。
十
、
事
業
収
支
目
論
見
書
で
は
、
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収
入
二
四
一
〇
〇
〇
〇
〇
円
、
支
出
二
〇
一
五
〇
〇
〇
〇

円
、
差
引
三
九
五
〇
〇
〇
〇
円
、
純
利
益
一
五
〇
〇
〇
〇

円
と
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
創
立
総
会
議
事
録
は
、
タ
イ
プ
打
ち
の
青
焼
き

六
枚
が
ホ
チ
キ
ス
で
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
開
会
は
昭
和
十

七
年
七
月
二
十
三
日
午
後
二
時
、
仮
議
長
の
発
起
人
総
代

藤
島
亀
太
郎
（
芝
浦
工
作
機
械
株
式
会
社
の
常
務
取
締
役
）

が
総
会
の
成
立
を
宣
言
し
、
そ
の
ま
ま
議
長
に
選
任
さ
れ

た
。
議
案
は
第
一
号
　
会
社
創
立
ニ
関
ス
ル
事
項
報
告
ノ

件
、
第
二
号
　
定
款
承
認
ノ
件
と
順
調
に
承
認
さ
れ
、
第

三
号
　
取
締
役
及
監
査
役
選
任
ノ
件
は
久
保
正
吉
氏
の
発

案
で
議
長
一
任
と
さ
れ
、
取
締
役
と
し
て
石
光
眞
俊
（
芝

浦
工
作
機
械
取
締
役
兼
沼
津
工
場
長
）、
藤
島
亀
太
郎
、
野

口
専
太
郎
、
田
邊
輝
一
郎
（
芝
浦
工
作
機
械
事
業
部
長
）、

並
木
寅
雄
が
、
監
査
役
と
し
て
久
保
田
實
、
大
澤
貞
治
が

選
任
さ
れ
た
。
第
四
号
議
案
　
取
締
役
及
監
査
役
ノ
報
酬

決
定
ノ
件
、
第
五
号
議
案
　
商
法
第
百
八
拾
四
條
ノ
規
定

ニ
依
ル
事
項
報
告
ノ
件
と
問
題
無
く
承
認
さ
れ
た
。

敷
地
（
予
定
）
要
図
は
表
紙
に
掲
げ
た
。
芝
浦
工
作
機

械
沼
津
工
場
の
東
に
隣
接
し
、
現
在
の
上
石
田
交
差
点
辺

り
ま
で
の
広
大
な
敷
地
を
予
定
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ち
な
み
に
現
在
の
「
沼
平
町
」
自
治
会
の
名
称
の
由
来
は

沼
津
兵
器
の
略
称
「
沼
兵
」
で
あ
る
と
い
う
。

工
場
計
画
図
は
青
焼
き
の
縮
尺
二
千
分
ノ
一
図
面
で
あ

る
。
敷
地
の
北
西
部
に
青
年
学
校
が
見
え
る
。
こ
の
校
舎

は
名
古
屋
陸
軍
造
兵
廠
駿
河
製
造
所
に
引
き
継
が
れ
、
戦

後
、
国
有
財
産
を
経
て
、
昭
和
二
二
年
七
月
、
沼
津
市
に

払
い
下
げ
ら
れ
新
制
沼
津
市
立
第
七
中
学
校
（
昭
和
二
三

年
四
月
よ
り
大
岡
中
学
校
と
校
名
変
更
）
と
し
て
転
用
さ

れ
た
。

沼津工業株式会社工場配置図 沼津工業株式会社設立総会議事録

沼津工業株式会社青年学校校舎
（『桔梗 創立50周年記念誌』　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　沼津市立大岡中学校1997年より）

沼津工業株式会社職員ら
後ろの看板に「沼津工」まで見える



「沼津垣」が描かれています
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１月８日㈰14時より、獨協中学・高等学
校教諭で、元沼津市史編さん特任調査員の則
竹雄一氏を講師にお迎えし、歴史講演会「戦
国の争乱と沼津―境界の戦国史―」を開催し
ました。人気の戦国時代がテーマになってい
る影響もあり、定員を超える申込みがあり、
当日の悪天候にもかかわらず、たくさんの方
にご参加いただきました。

２月23日㈭は２２３（ふじさん）の語呂に合わせて「富士山の
日」です。沼津市内の小中学校は休校になります。明治史料館も
無料開放になります。１階ロビーで富士山が描かれた浮世絵・版
画のミニ展示をします。ご来館お待ちしております。

沼津は季節風（特に冬の西風）が大
変強く、塩分を含んだ強風により作物
や建物に被害が及びました。そのため
篠竹（細竹）を編みこんだ頑丈な竹垣
が作られるようになりました。江戸時
代に籬島軒秋里が著した『石組園生八
重垣伝』に紹介されて、その知名度を
上げたということです。

近隣の小学生が江原素六について学習した
成果作品をお借りして明治史料館で展示しま
す。今年度は下記の日程で展示します。

平成29年4月15日（土）〜5月14日（日）

予 告予 告

歴 史 講 演 会 を 開 催 し ま し た

富 士 山 の 日 　 無 料 開 放

広重「五十三次 沼津」 ▶
鰹節を干している様子です

◀ 広重「五十三次名所図会 十三 沼津」
　 めずらしい雪景色の沼津です

富士山の日ってなに?
静岡県では平成21年（2009）12月25日に、美しく偉大
な富士山を県民全てが学び、考え、愛し、富士山憲章（平成
10年制定）の理念に基づき、後世に引き継ぐことを期する日
として、２月23日を「富士山の日」とする条例を制定しました。
これを機に富士山環境保全活動や、世界文化遺産登録などを推
進し、平成25年（2013）７月３日、富士山は世界文化遺産
に登録されました。

＊静岡県公式ホームページ「ふじのくに」に
　詳しい情報が掲載されています。

子どもたちが見た江原素六
江原学習作品展江原学習作品展

昨年の展示の様子

企画展パンフレット
1冊200円

好評頒布中です！

今年もやります

そろくまつり
平成29年5月14日（日）

10時〜13時

おたのしみに！


